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Abstract：
This paper discusses branding of regional special products from the ‘place brand’ point of view and argues the two kinds 
of branding are mutually related: the image of the place has an impact on the evaluation of the local product （place-of-
origin effect）, while the characteristics of the local product gives consumers images associated with the place of its origin 
（local product association）. This study builds on my previous study that identified the importance of food in general as 
a tourist attraction. Analysis is made on how the degree of familiarity with various tourist destinations in Wakayama may 









































































































































































































































































































































































































































































平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 1.58 173 1.72 255 1.921 426
有田市の特産品である 1.50 173 1.76 255 3.678** 426
特徴あるよい環境で育てられている 2.20 173 2.50 255 3.987** 426
こだわりを持って育てられている 2.16 173 2.31 255 1.846 426
健康に良い 2.19 173 2.29 255 1.365 426
美容に良い 2.25 173 2.49 255 2.987** 426
糖度が高い 1.97 173 2.15 255 2.362* 426
香りが良い 2.14 173 2.29 255 2.104* 426
品質が良い 1.88 173 2.06 255 2.443* 426
値段が高い 2.72 173 2.78 255 0.731 426






































































平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 1.34 61 1.56 206 2.572* 124.597
みなべ町の特産品である 1.41 61 2.01 206 5.686** 132.073
高級な梅干しの原材料である 1.48 61 1.66 206 1.748 265
梅酒や梅シロップの原材料である 2.00 61 2.31 206 2.315* 265
特徴あるよい環境で育てられている 1.97 61 2.10 206 1.073 265
健康に良い　 1.98 61 1.97 206 -0.108 265
美容に良い　 2.25 61 2.32 206 0.582 265
果肉が多くやわらかい 1.74 61 1.84 206 0.871 265
香りが良い 1.98 61 2.03 206 0.396 265
品質が良い 1.69 61 1.67 206 -0.136 265
値段が高い 1.84 61 1.80 206 -0.319 265









平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 2.42 138 2.68 193 2.570* 329
和歌山市の特産品である 2.36 138 2.72 193 3.547** 329
伝統的な料理である 3.25 138 3.42 193 1.701 255.666
こだわりを持った製法で調理されている 2.66 138 2.97 193 3.424** 290.93
健康に良い　 3.67 138 3.67 193 0.004 329
美容に良い　 3.72 138 3.73 193 0.156 329
食欲が止まらない 2.96 138 3.24 193 2.982** 329
品質が良い 2.88 138 3.02 193 1.466 329
値段が高い 3.48 138 3.38 193 -1.144 329
おいしい 2.30 138 2.55 193 2.722** 329
有意水準：**＝1％，*＝5％
筆者作成




















































平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 1.69 54 1.59 164 0.832 216
有田市の特産品である 1.56 54 1.57 164 -0.102 216
特徴あるよい環境で育てられている 2.09 54 2.29 164 -1.569 216
こだわりを持って育てられている 2.00 54 2.25 164 -1.907 216
健康に良い 2.09 54 2.25 164 -1.258 216
美容に良い 2.24 54 2.37 164 -0.998 216
糖度が高い 1.96 54 2.03 164 -0.557 216
香りが良い 2.06 54 2.20 164 -1.219 216
品質が良い 1.89 54 1.98 164 -0.799 216
値段が高い 2.65 54 2.71 164 -0.475 216









平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 1.46 39 1.38 77 0.682 114
みなべ町の特産品である 1.62 39 1.52 77 0.639 114
高級な梅干しの原材料である 1.54 39 1.48 77 0.433 114
梅酒や梅シロップの原材料である 2.00 39 2.01 77 -0.078 114
特徴あるよい環境で育てられている 2.08 39 1.81 77 1.805 114
健康に良い　 2.03 39 1.83 77 1.183 114
美容に良い　 2.49 39 2.05 77 2.435* 63.325
果肉が多くやわらかい 1.82 39 1.58 77 1.598 114
香りが良い 2.08 39 1.77 77 2.169* 114
品質が良い 1.74 39 1.51 77 1.927 114
値段が高い 1.92 39 1.77 77 1.06 114









平均値 n₁ 平均値 n₂ t 値 自由度
和歌山県の特産品である 2.53 133 2.63 62 -0.749 193
和歌山市の特産品である 2.46 133 2.58 62 -0.894 193
伝統的な料理である 3.27 133 3.40 62 -0.968 193
こだわりを持った製法で調理されている 2.72 133 2.87 62 -1.232 193
健康に良い　 3.67 133 3.69 62 -0.215 193
美容に良い　 3.73 133 3.71 62 0.173 193
食欲が止まらない 3.03 133 3.18 62 -1.069 193
品質が良い　 2.96 133 2.90 62 0.472 193
値段が高い 3.49 133 3.42 62 0.626 193
おいしい 2.38 133 2.45 62 -0.523 193
有意水準：**＝1％，*＝5％
筆者作成



























































6 ）デ ビーッド・A・ア カーー『ブランド優位の戦略』p.139-150, p.323-325，
須山・小林・梅本・石垣訳，ダイヤモンド社，1997 年。
7 ）松谷 a および松谷ｂ。
8 ）大津正和「和歌山県イメー ジ形成への県産品認知の影響」『観光






































和歌山ラー メン 有田みかん 紀州南部の南高梅
特産品連想 × ◎ ×































38）日本経済新聞社「日経 MJ」，2011 年 9月30日，p.4 および，日本
経済新聞社「日経流通新聞」，2009 年 1月12日，p.1。日本経済新
聞社「日経流通新聞」，2008 年 7月23日，p.9。
39）日本経済新聞社「日経 MJ」，2011 年 2月2日，p.1。
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